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令和7年度の「解説資料」では、調査問題作成の枠組みとして、以下のように示されている。
〔出題の範囲と評価の観点について〕
出題の範囲として、学習指導要領の第２章第３節算数における、「数と計算」、「図形」、「測定」、「変化と関係」、「データ

の活用」の各領域に示された指導内容をバランスよく出題することとした。なお、小学校第５学年までの内容となるようにし
ている。

〔調査問題について〕
学習指導要領で求められている資質・能力を育成していくためには、学習過程の果たす役割が極めて重要であり、平成
28年12月21日の中央教育審議会答申では、「事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解
決し、解決過程を振り返って概念を形成したり体系化したりする過程」といった算数・数学の問題発見・解決の過程が示
されている。本調査の調査問題では、この算数・数学の問題発見・解決の過程を様 な々局面で捉え、調査問題作成の基
本理念に沿って、学習指導要領の考え方等を考慮し、「算数科の内容（領域）」、「主たる評価の観点」、「算数・数学の問
題発見・解決の過程における局面」の三つの視点で、調査問題の枠組みを表のように整理し、問題の作成に当たった。

小学校算数　調査の概要
令和7年度　全国学力・学習状況調査

〔調査問題一覧表〕

大問 小問 問題の概要 出題の趣旨 領域
評価
の

観点
問題
形式

1

(1) 2022 年の全国のブロッコリ－の出荷量が 2002 年の全国のブロッコリ
－の出荷量の約何倍かを、棒グラフから読み取って選ぶ 棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができるかどうかをみる

数
・
計

知 選
択

(2) 都道府県 A のブロッコリ－の出荷量が増えたかどうかを調べるために、
適切なグラフを選び、出荷量の増減を判断し、そのわけを書く

目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由
を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる

デ
ー
タ

思 記
述

(3) 示された表から、「春だいこん」や「秋冬だいこん」より「夏だ
いこん」の出荷量が多い都道府県を選ぶ

簡単な二次元の表から、条件に合った項目を選ぶことができるかどうか
をみる

デ
ー
タ

知 選
択

(4) 示された資料から、必要な情報を選び、ピーマン１個とブロッコ
リー４個の重さを求める式と答えを書く

示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表し、計算す
ることができるかどうかをみる

数
・
計

思 短
答

2

(1) 示された平行四辺形をかくために、コンパスの開く長さを書き、コンパ
スの針を刺す場所を選ぶ

平行四辺形の性質を基に、コンパスを用いて平行四辺形を作図すること
ができるかどうかをみる

図
形 知 短

答

(2) 方眼上の五つの図形の中から、台形を選ぶ 台形の意味や性質について理解しているかどうかをみる 図
形 知 選

択

(3) 角をつくる二つの辺をそれぞれのばした図形の角の大きさについてわか
ることを選ぶ 角の大きさについて理解しているかどうかをみる 図

形 知 選
択

(4) 五角形の面積を求めるために五角形を二つの図形に分割し、それぞれの
図形の面積の求め方を書く

基本図形に分割することができる図形の面積の求め方を、式や言葉を用
いて記述できるかどうかをみる

図
形 思 記

述

3

(1) 0.4 ＋ 0.05 について、整数の加法で考えるときの共通する単位を書く 小数の加法について、数の相対的な大きさを用いて、共通する単位を捉
えることができるかどうかをみる

数
・
計

知 短
答

(2) 3/4 ＋ 2/3 について、共通する単位分数と、3/4 と 2/3 が、共通する単
位分数の幾つ分になるかを書く

分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数が、
共通する単位分数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述できるかどうかを
みる

数
・
計

思 記
述

(3) 数直線上に示された数を分数で書く 数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位分数の幾つ分として捉え
ることができるかどうかをみる

数
・
計

知 短
答

(4) 1/2 ＋ 1/3 を計算する 異分母の分数の加法の計算をすることができるかどうかをみる
数
・
計

知 短
答

4

(1) 新品のハンドソープが空になるまでに何プッシュすることができるのか
を調べるために、必要な事柄を選ぶ

伴って変わる二つの数量の関係に着目し、必要な数量を見いだすことが
できるかどうかをみる

デ
ー
タ

変
・
関

数
・
計

思 選
択

(2) 使いかけのハンドソープがあと何プッシュすることができるのかを調べ
るために、必要な事柄を判断し、求め方を書く

伴って変わる二つの数量の関係に着目し、問題を解決するために必要な
数量を見いだし、知りたい数量の大きさの求め方を式や言葉を用いて記
述できるかどうかをみる

デ
ー
タ

変
・
関

測
定

数
・
計

思 記
述

(3) はかりが示された場面で、はかりの目盛りを読む はかりの目盛りを読むことができるかどうかをみる 測
定 知 短

答

(4) 10％増量したつめかえ用のハンドソープの内容量が、増量前の何倍かを
選ぶ

「10％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」が「増量前の量」の何倍に
なっているかを表すことができるかどうかをみる

変
・
関

思 選
択
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令和7年度の「解説資料」では、調査の概要が以下のように示されている。
〔出題の範囲と評価の観点について〕
出題の範囲として、学習指導要領第２章第３節数学における、「数と式」、「図形」、「関数」、「データの活用」の各領域

に示された指導内容をバランスよく出題することとした。なお、中学校第２学年までの内容となるようにしている。
〔調査問題について〕
中学校数学科の調査問題の枠組みを、「数学科の内容(領域)」、「主たる評価の観点」、「文脈や状況」、「数学の問題発見・
解決における局面」、「数学的なプロセス」の五つの視点から、表のように整理することとした。調査問題では、生徒自らが
事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだして解決していくことを期待し、ある文脈や状況の中で数学的に問題発見・解
決する過程を「数学の問題発見・解決における局面」として三つの局面で捉えることとした。そして、三つの局面それぞれ
に「数学的なプロセス」であるⅠ(1) ～ (4)、Ⅱ(1) ～ (7)、Ⅲ (1) ～ (6)を位置付けた。単一の設問とした問題 (1～5 )に
ついては、数学の学習過程において問題発見・解決する際の、ある局面に限定し、「数学的なプロセス」の内容を踏まえ出
題の趣旨とした。また、複数の設問からなる問題 (6～9 )については、数学の問題発見・解決における複数の局面を想
定し、それぞれの局面で「数学的なプロセス」の内容を踏まえ出題の趣旨とした。

中学校数学　調査の概要
令和7年度　全国学力・学習状況調査

〔調査問題一覧表〕

大問 小問 問題の概要 出題の趣旨 領域
評価
の

観点
問題
形式

1 １から９までの数の中から素数を全て選ぶ 素数の意味を理解しているかどうかをみる
数
・
式

知 選
択

2 果汁 40％の飲み物 a mL に含まれる果汁の量を、a を用いた式で表す 数量を文字を用いた式で表すことができるかどうかをみる
数
・
式

知 短
答

3 △ ABC において、∠ A の大きさが 50° のときの頂点 A における外角の大き
さを求める 多角形の外角の意味を理解しているかどうかをみる 図

形 知 選
択

4 一次関数 y＝６x＋５について、xの増加量が２のときの y の増加量を求め
る

一次関数 y＝ ax＋ bについて、変化の割合を基に、xの増加量に対する y
の増加量を求めることができるかどうかをみる

関
数 知 短

答

5 ある学級の生徒 40 人のハンドボール投げの記録をまとめた度数分布表から、
20 ｍ以上 25 ｍ未満の階級の相対度数を求める 相対度数の意味を理解しているかどうかをみる

デ
ー
タ

知 短
答

6

⑴ 連続する二つの３の倍数の和が９の倍数になるとは限らないことの説明を完
成するために、予想が成り立たない例をあげ、その和を求める

事柄が常に成り立つとは限らないことを説明する場面において、反例をあげ
ることができるかどうかをみる

数
・
式

知 短
答

⑵ 3nと 3n＋３の和を２(3n＋ 1) ＋ 1 と表した式から、連続する二つの３の倍
数の和がどんな数であるかを説明する

式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明
することができるかどうかをみる

数
・
式

思 記
述

⑶ 連続する三つの３の倍数の和が、９の倍数になることの説明を完成する 目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立
つ理由を説明することができるかどうかをみる

数
・
式

思 記
述

7

⑴
Ａの手元のカードが３枚とも「グー」、Ｂの手元のカードが３枚とも「チョキ」
でじゃんけんカードゲームの１回目を行うとき、１回目にＡが勝つ確率を書
く

必ず起こる事柄の確率について理解しているかどうかをみる
デ
ー
タ

知 短
答

⑵
Ａの手元のカードが「グー」、「チョキ」、「パー」、「パー」の４枚、Ｂの手元
のカードが「グー」、「チョキ」の２枚のとき、ＡとＢの勝ちやすさについて
の正しい記述を選び、その理由を確率を用いて説明する

不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判断の理由を数学的な表現を用
いて説明することができるかどうかをみる

デ
ー
タ

思 記
述

8
⑴ Ａ駅からの走行距離と運賃の関係を表すグラフの何を読み取ればＣ駅とＤ駅

の間の走行距離が分かるかを選ぶ
事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることができるかどうかをみ
る

関
数 知 選

択

⑵ Ａ駅から 60.0 ｋｍ地点につくられる新しい駅の運賃がおよそ何円になるかを
求める方法を説明する

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるか
どうかをみる

関
数 思 記

述

9

⑴ 四角形 AECF が平行四辺形であることの証明を振り返り、新たに分かること
を選ぶ

証明を振り返り、証明された事柄を基にして、新たに分かる辺や角について
の関係を見いだすことができるかどうかをみる

図
形 知 選

択

⑵ 平行四辺形 ABCD の辺 CB、AD を延長した直線上に BE ＝ DF となる点 E、
F を取っても、四角形 AECF は平行四辺形となることの証明を完成する

統合的・発展的に考え、条件を変えた場合について、証明を評価・改善する
ことができるかどうかをみる

図
形 思 短

答

⑶
平行四辺形 ABCD の辺 BC、DA を延長した直線上に BE ＝ DF となる点 E、
F を取り、辺 AB と線分 FC の交点を G、辺 DC と線分 AE の交点を H とし
たとき、四角形 AGCH が平行四辺形になることを証明する

ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができるかどうか
をみる

図
形 思 記

述



小算－ 3

⑵　あいりさんは、自分たちが住んでいる都道府県Ａのブロッコリーの 

出荷
か

量が、増えたかどうかを調べています。調べていると、 2013 年 

と 2023 年について、右のグラフ２とグラフ３を見つけました。

グラフ２とグラフ３を見つけたけれど、どちらか 1 つのグラフ

を見れば、都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が、増えたかど 

うかがわかります。

2023 年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が、 2013 年より増えた

かどうかを、下の ア と イ から選んで、その記号を書きましょう。

また、その記号を選んだわけを、言葉や数を使って書きましょう。その 

とき、どちらのグラフのどこに着目したのかがわかるようにしましょう。

ア　2023 年は 2013 年より増えた。

イ　2023 年は 2013 年より減った。

しゅっ りょう

あいり

小算－ 4

グラフ２

都道府県別のブロッコリーの出荷量の割
わり

合
あい

2013 年

2023 年

10 200 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

※　Ａ、Ｂ、Ｃは都道府県名です。

Ａ Ｂ Ｃ その他

17 ％ 11 ％ 11 ％ 61 ％

16 ％ 9 ％ 67 ％8％

グラフ３

Ａ

Ｂ

Ｃ

その他

都道府県別のブロッコリーの出荷量
（万 t）
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

2013 年
※　Ａ、Ｂ、Ｃは都道府県名です。

2023 年

（作物統計調査による。）

（作物統計調査による。）

小算－ 4

グラフ２

都道府県別のブロッコリーの出荷量の割
わり

合
あい

2013 年

2023 年

10 200 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

※　Ａ、Ｂ、Ｃは都道府県名です。

Ａ Ｂ Ｃ その他

17 ％ 11 ％ 11 ％ 61 ％

16 ％ 9 ％ 67 ％8％

グラフ３

Ａ

Ｂ

Ｃ

その他

都道府県別のブロッコリーの出荷量
（万 t）
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

2013 年
※　Ａ、Ｂ、Ｃは都道府県名です。

2023 年

（作物統計調査による。）

（作物統計調査による。）

4

特徴的な問題と対策
問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の

学年・領域
評価の
観点

問題
形式

1 (2) 目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、
その理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる。

〔第３学年〕
Ｄデータの活用 (1)

〔第５学年〕
Ｄデータの活用 (1)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

グラフ２の帯グラフでは全体の出荷量
が書かれていないので、2013年より
増えたかどうかわからないことに気づ
く。

！ チェック

グラフ３の棒グラフから、2013年と
2023年のブロッコリーの出荷量を読
み取り、出荷量が増えていることを、
言葉と数を使って記述する。

！ チェック

横の軸が年、縦の軸が出荷量を表し
ていて、都道府県 A の出荷量は一番
左側の棒で表されていることを把握す
る。

令和7年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問1(2)

小学校算数①

解答例

【記号】ア
【わけ】グラフ３を見ると、2013 年
の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量
は約２万ｔ、2023 年の都道府県Ａの
ブロッコリーの出荷量は約 2.5 万ｔ
で2023年のほうが多いです。だから、
都道府県Ａのブロッコリーの出荷量は
増えています。

（正答の条件）　記号をアと選び、次の
①、②の全てを書いている。
①グラフ３に着目したことを表す言葉
②�2023年の都道府県Ａのブロッコリー

の出荷量が、2013年より多いことを
表す言葉や数
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教科書との関連

3年下 P.146「正しく分べつしてゴミをへらそう！」では、
年毎の棒グラフを比べる問題を取り扱っています。

3年下 P130～133「資料の活用」では、学習指導要領 
[第3学年 ]「D データの活用」「(1)表と棒グラフ」を取り
扱っています。

5年下 P.119～127「いろいろなグラフ」では、学習
指導要領〔第5学年〕「D データの活用」「(1)円グラ
フや帯グラフ」を取り扱っています。

類似
問題

類似
問題

5年下 P.140～143「データから傾向を読み取ろう」
では、2つの年を比べる問題を取り扱っています。



小算－11

⑷　わかなさんたちは、図３のような五角形アイウエオの面積の求め方を考 

えています。

イ

ア

ウ

図３

エ

オ

1 cm
1 cm

わかなさんたちは、三角形や四角形の面積の求め方が使えるように、図３

の五角形アイウエオを、 2 つの図形に分けようとしています。

私
わたし

は、直線イオをひいて 2 つの図形に分けようと思います。

私は、直線ウオをひいて 2 つの図形に分けようと思います。

わかなさんとゆうたさんのどちらの分け方でも、五角形アイウエオの 

面積を求めることができます。

わかな

ゆうた

小算－12

五角形アイウエオを 2 つの図形に分けて面積を求めるとき、あなたなら

どちらの直線をひいて求めますか。 2 つの図形に分ける 1 本の直線を、下

の １ と ２ から選んで、その番号を書きましょう。

また、 2 つの図形の面積がそれぞれ何 cm2 になるのか、それらの求め方

を、図３の中から必要な長さを調べて、式や言葉を使って書きましょう。 

ただし、計算の答えを書く必要はありません。

１　直線イオ

２　直線ウオ

※　必要ならば、下の公式を使って考えてもかまいません。

・　長方形の面積＝たて×横

　　　　　　　　＝横×たて

・　正方形の面積＝1辺×1辺

・　平行四辺形の面積＝底辺×高さ

・　三角形の面積＝底辺×高さ÷2
・　台形の面積＝（上底＋下底）×高さ÷2
・　ひし形の面積＝対角線×対角線÷2

6

特徴的な問題と対策小学校算数②

！ チェック

五角形アイウエオの面積を求めるため
に、直線イオを引くと、三角形と台形
にわけられ、直線ウオを引くと、三角
形とひし形にわけられることに気づく。

令和６年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問2(4)

解答例 ・Ａ【番号】１
【求め方】三角形アイオの面積は、６× ２÷ ２で求めることができます。台形イウエオの面積は、
（６＋２)× ２÷ ２で求めることができます。

・Ｂ【番号】２
【求め方】ひし形アイウオの面積は、６× ４÷ ２で求めることができます。三角形ウエオの面積は、
２× ２÷ ２で求めることができます。

（正答の条件）　番号を１と選び、次のＡ①、Ａ②の全てを書いている、又は、番号を２と選び、次のＢ①、Ｂ
②の全てを書いている。
Ａ　直線イオをひき、五角形アイウエオを三角形アイオと台形イウエオに分割して、それぞれの図形の面積の

求め方を書いている。
　　Ａ①　三角形アイオの面積を求める式や言葉
　　Ａ②　台形イウエオの面積を求める式や言葉
Ｂ直線ウオをひき、五角形アイウエオをひし形アイウオと三角形ウエオに分割して、それぞれの図形の面積の

求め方を書いている。
　　Ｂ①ひし形アイウオの面積を求める式や言葉
　　Ｂ②三角形ウエオの面積を求める式や言葉

問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

2 (4) 基本図形に分割することができる図形の面積の求め方を、式や
言葉を用いて記述できるかどうかをみる。

〔第５学年〕
Ｂ図形 (3)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

三角形、ひし形、台形の面積の計算に
よる求め方について理解していて、ど
この長さを底辺にしたらよいか、対角
線の長さはどこか、上底と下底はどこ
かなどを図から見つける。

！ チェック

五角形の面積を求めるのではなく、五
角形の中にできる２つの図形の面積
の求め方を記述する問題だということ
を把握する。
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教科書との関連

5年下 P.54～59で、三角形の面積を求める問題を
扱っています。

5年下 P.60～63で、台形とひし形の面積を求める
問題を扱っています。

5年下 P.64～67で、五角形をいくつかの図形にわけ
て面積を求める問題を取り扱っています。



小算－14

⑵　ひろとさんたちは、分数のたし算についても、小数で考えたようにふり

返っています。

まず、みおりさんは、 25 ＋ 1
5 についてまとめています。

2
5 は 1

5 の 2 個分、 15 は 1
5 の 1 個分です。

2
5 ＋ 1

5 の 計 算 は、 15 をもとにすると、 2 ＋ 1 を使って 

考えることができます。

2
5 ＋ 1

5 は、もとにする数を 1
5 にすると、整数のたし算を使って計算 

することができます。

次に、ひろとさんは、 34 ＋ 2
3 について考えています。

3
4 は 1

4 の 3 個分、 23 は 1
3 の 2 個分です。

もとにする数が 1
4 と 1

3 でちがうので、同じ数にしたいです。

3
4 ＋ 2

3 についても、もとにする数を同じ数にして考えることができ 

ます。

もとにする数を同じ数にするとき、その数は何になりますか。その数を 

書きましょう。また、 34 はその数の何個分、 23 はその数の何個分ですか。

数や言葉を使って書きましょう。

みおり

ひろと

8

特徴的な問題と対策

！ チェック

分数のたし算をするときに、共通する
単位分数を見いだして、整数の加法に
帰着して考える問題だということを把
握する。

小学校算数③

令和7年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問3(2)

解答例 3/4と2/3のもとにする数を同じ数にするとき、その数は1/12になります。3/4は1/12の９個分、2/3
は1/12の８個分です。

（正答の条件）　次の①、②、③の全てを書いている。

①　3/4と2/3に共通する単位分数が、1/12であることを表す数や言葉（分母が12の倍数の単位分数を含む）

②　3/4が共通する単位分数の幾つ分かを表す数や言葉

③　2/3が共通する単位分数の幾つ分かを表す数や言葉

問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

3 (2)
分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被
加数が、共通する単位分数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述
できるかどうかをみる。

〔第５学年〕
Ａ数と計算 (5)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

分数のたし算は、もとにする数が同じ
なら、分子の整数のたし算をしたらよ
いことを活用する。

！ チェック

ひろとさんの考えは、もとにする数が
違うため、分子の整数のたし算はでき
ないことに気づく。

！ チェック

もとにする数が違う分数を計算するに
は、もとにする数を同じにするために、
両方の分母の最小公倍数にそろえれ
ばよいことに気づく。
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教科書との関連

類似
問題

5年下 P.3～12「分数のたし算とひき算」では、学習指導要
領 [第5学年 ]「A数と計算」「(4)分数の意味と表し方」「(5)
分数の加法、減法」を取り扱っています。

5年下 P.6では、単位分数の表し方を取り扱って
います。

5年下 P.9では、通分するときには、分母の最小公倍
数にそろえることを説明しています。

5年下 P.10、P.19では、単位分数の考えを使って、
分数のたし算の問題を取り扱っています。



小算－17

保健委員のあさひさんたちは、手を洗
あら

うときに使っているハンドソープ 

について話し合っています。

ハンドソープを空
から

になるまで使うとしたら、何プッシュす 

ることができるのかを知りたいです。

1 プッシュとは、容器の先たんを下までしっかり 1 回おすことです。

1 プッシュしたとき、ハンドソープの液体が毎回同じ量ずつ出ることと

します。

容器の先たんを 

下までしっかりおす。

4

あさひ

小算－22

⑷　家に帰ったあさひさんは、つめかえ用のハンドソープがのっている広告 

を見ました。

広告には、つめかえ用のハンドソープが「10 ％増量」と書かれています。 

増量前のつめかえ用のハンドソープの量は 800 mL です。

増量前
（800 mL）

㋐ 倍

増量後

増量後のハンドソープの量は、増量前のハンドソープの量の何倍ですか。

上の㋐にあてはまる数を、下の １ から ４ までの中から 1 つ選んで、

その番号を書きましょう。

１　0 .1
２　1 .1
３　10
４　110

10

特徴的な問題と対策小学校算数④

！ チェック

10％増量前と増量後ではハンドソー
プの量が何倍になっているかを考える
問題だということを把握する。

解答例

令和7年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問4(4)

問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

4 (4) 「10％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」が「増量前の量」
の何倍になっているかを表すことができるかどうかをみる。

〔第５学年〕
Ｃ変化と関係 (3)

思考・
判断・
表現

選択

２

！ チェック

増量した分を800×0.1=80mLと計
算し、増量後の量を
800+80=880mLと求めてもよい。
比べられる量 ÷ もとにする量で割合
が求まるので、880÷800=1.1倍と 
なる。

！ チェック

増量前のハンドソープの量の割合を
100%とすると、10%増量後のつめ
かえ用のハンドソープの量は110% に
なっているということに気づき、110%
を小数で表すと1.1となることを理解
する。

！ チェック

答えが求められたら、実際に800mL
にその数をかけあわせて確認してみ
る。
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教科書との関連

類似
問題

類似
問題

5年下 P.33～45、P.109～118「割合」では、学習指導要
領 [第5学年 ]「C変化と関係」「(2)簡単な場合についての
割合」を取り扱っています。

5年下 P.39では、百分率の1% を小数で表すと
0.01であることを取り扱っています。

5年下 P.109、110では、体積を例に、もとにする量
を1として考え、比べられる量がもとにする量の何倍に
なっているかを求める問題を取り扱っています。

5年下 P.112では、百分率で表された増加した割合か
ら、増加した後の量を求める問題を取り扱っています。



中数－ 9

（３）結菜さんは、連続する２つの３の倍数を、連続する３つの３の倍 
数に変えた場合、その和がどんな数になるかを調べました。

３、 ６、 ９ のとき ３+ ６+ ９＝１８＝９#２
６、 ９、１２ のとき ６+ ９+１２＝２７＝９#３
９、１２、１５ のとき ９+１２+１５＝３６＝９#４

結菜さんは、これらの結果から次のことを予想しました。

予想

連続する３つの３の倍数の和は、９の倍数になる。

上の予想がいつでも成り立つことを説明します。下の説明２を完
成しなさい。

説明２

n を整数とすると、連続する３つの３の倍数は、
３n、３n ＋３、３n ＋６と表される。
それらの和は、

　３n ＋（３n ＋３）＋（３n ＋６）
＝

12

特徴的な問題と対策中学校数学①

！ チェック

具体的な計算の例をもとに、問題場
面における考察の対象を把握する。

令和7年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問6(3)

解答例
・９（n＋１）
n＋１は整数だから、９（n＋１）は９の倍数である。したがって、連続する３つの３の倍数の和は、９の倍数になる。

・９n＋９
９n、９が９の倍数で、９の倍数の和は９の倍数だから、９n＋９は９の倍数である。したがって、連続する３つの３
の倍数の和は、９の倍数になる。

（正答の条件）
＜９（n＋１）と計算している場合＞　次の (a)、(b) について記述している。
　(a) n＋１は整数だから、
　(b)９ （n＋１）は９の倍数である。
＜９n＋９と計算している場合＞　次の (c)、(d) について記述している。
　(c) ９n、９が９の倍数で、９の倍数の和は９の倍数だから、
　(d) ９n＋９は９の倍数である。

問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

6 (3) 目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、
事柄が成り立つ理由を説明することができるかどうかをみる。

〔第２学年〕
Ａ数と式 (1)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

連続する３つの３の倍数の和が９の倍
数になることを、文字を使って説明す
ることですべての整数で成り立つこと
を確認する。

！ チェック

３の倍数は３、６、９…で、すべて
３×整数の形で表せるため、整数を n
とすると、３nと表せることを理解す
る。

！ チェック

予想が成り立つ理由を、文字式を用
いて根拠を明らかにして説明する。
連続する３つの３の倍数の和を表した
式を９×整数の形にすればよいという
見通しをもち、それに沿って式を変形
する。
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教科書との関連

類似
問題

類似
問題

2年 P.10～38「式の計算」では、学習指導要領
〔第2学年〕「Ａ 数と式」「(1)文字を用いた式」
を取り扱っています。

2年 P.24～30で文字式の利用について取り扱っており、P.26
～31では、数や図形の性質を帰納や類推によって予想し、文字
式を用いて一般的に説明する内容を取り扱っています。

2年 P.25では、連続する3つの整数の和が3の倍数
になることを文字を使って説明する問題を取り扱って
います。

2年 P.35では、差が3の3つの整数の和が3の倍数
になることを文字を使って説明する問題を取り扱って
います。



中数－11

優斗さんと芽依さんは、地域のイベントで「じゃんけんカードゲー 
ム」を行うことを計画しました。そこで、表

おもて

に「グー」、「チョキ」、 
「パー」の絵がかかれたカードをそれぞれ同じ枚数ずつたくさん準備 
しました。これらのカードを裏にすると、表の「グー」、「チョキ」、 

「パー」の絵はわかりません。
二人は、これらのカードを使ったゲームの 

進め方を、次のように考えました。

進め方

①　準備したすべてのカードを裏にしてよく混ぜ、裏にしたま 
ま、対戦するＡとＢの手元にそれぞれ３枚ずつ並べる。

Ａ Ｂ

②　ＡとＢは、手元のカードのいずれか１枚を同時に表にする。 
じゃんけんのルールをもとに勝敗を決め、負けた人は勝った人 
に表にしたカードを渡

わた

す。これを１回目とする。
例

Ａ

Ａ（勝ち）

Ｂ

Ｂ（負け）

勝った人に渡す

ただし、あいこのときはカードの受け渡しをせず、１回目を 
終了する。

③　１回目終了後、自分の手元のカードを、すべて裏にしてよく 
混ぜてから並べ、②と同様に２回目を行う。

④　２回目終了後、手元のカードの枚数に応じて景品をもらう。

７

しゅうりょう

中数－13

（２）優斗さんと芽依さんは、手元のカードの絵によっては、Ａが必ず 
勝ったり、Ｂが必ず勝ったりする場合があることに気づきました。 
そこで、二人は、手元のカードがいろいろな場合で、ＡとＢのそれ 
ぞれの勝ちやすさについて考えることにしました。

まず、Ａの手元のカードが「グー」、「グー」、 
「パー」の３枚、Ｂの手元のカードが「チョ 
キ」、「チョキ」、「パー」の３枚で、ＡとＢのそ 
れぞれの勝ちやすさについて調べることにしま 
した。

調べたこと

Ａ Ｂ

パー

チョキ
チョキグー

パー

チョキ
チョキグー

パー

チョキ
チョキパー

〇カードの絵の出方は全部で９通り
〇Ａが勝つ場合は４通り
〇Ｂが勝つ場合は４通り
〇あいこになる場合は１通り

・Ａが勝つ確率は
９

４

・Ｂが勝つ確率は
９

４

・あいこになる確率は
９

１

Ａ

Ｂ

中数－14

優斗さんと芽依さんは、前ページの調べたことをもとに話し合っ 
ています。

優斗さん「 ＡとＢの勝つ確率は、どちらも
９

４
だから、勝ちや 

すさは同じだね。」
芽依さん「 手元のカードが３枚ずつのとき、カードの絵によっ 

て、ＡとＢのどちらかが勝ちやすかったり、勝ちや 
すさが同じだったりするね。」

優斗さん「 ＡとＢの手元のカードの枚数が違
ちが

うとき、勝ちやす 
さはどうなるのかな。」

二人は、Ａの手元のカードの枚数が４枚、Ｂの手元のカードの枚 
数が２枚の場合で、ＡとＢのそれぞれの勝ちやすさについて考える 
ことにしました。

そこで、Ａの手元のカードが「グー」、「チョキ」、「パー」、 
「パー」の４枚、Ｂの手元のカードが「グー」、「チョキ」の２枚で、 
ＡとＢのそれぞれの勝ちやすさについて調べることにしました。

Ａ Ｂ

このとき、ＡとＢのどちらが勝ちやすいですか。下のアからウま 
での中から正しいものを１つ選び、それが正しいことの理由を、確 
率を求め、その値を用いて説明しなさい。

ア　Ａの方が勝ちやすい。

イ　Ｂの方が勝ちやすい。

ウ　ＡとＢの勝ちやすさは同じである。

中数－14

優斗さんと芽依さんは、前ページの調べたことをもとに話し合っ 
ています。

優斗さん「 ＡとＢの勝つ確率は、どちらも
９

４
だから、勝ちや 

すさは同じだね。」
芽依さん「 手元のカードが３枚ずつのとき、カードの絵によっ 

て、ＡとＢのどちらかが勝ちやすかったり、勝ちや 
すさが同じだったりするね。」

優斗さん「 ＡとＢの手元のカードの枚数が違
ちが

うとき、勝ちやす 
さはどうなるのかな。」

二人は、Ａの手元のカードの枚数が４枚、Ｂの手元のカードの枚 
数が２枚の場合で、ＡとＢのそれぞれの勝ちやすさについて考える 
ことにしました。

そこで、Ａの手元のカードが「グー」、「チョキ」、「パー」、 
「パー」の４枚、Ｂの手元のカードが「グー」、「チョキ」の２枚で、 
ＡとＢのそれぞれの勝ちやすさについて調べることにしました。

Ａ Ｂ

このとき、ＡとＢのどちらが勝ちやすいですか。下のアからウま 
での中から正しいものを１つ選び、それが正しいことの理由を、確 
率を求め、その値を用いて説明しなさい。

ア　Ａの方が勝ちやすい。

イ　Ｂの方が勝ちやすい。

ウ　ＡとＢの勝ちやすさは同じである。
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特徴的な問題と対策中学校数学②

令和7年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問7(2)

！ チェック

「じゃんけんカードゲーム」において、
対戦するＡとＢの勝ちやすさの傾向を
捉える場面を取り上げた問題であるこ
とを把握する。

解答例

Ａの勝つ確率は3/8であり、Ｂの勝つ確率は3/8であるから、Ａの勝つ確率と、Ｂの勝つ確率は等しい。だから、ＡとＢ

の勝ちやすさは同じである。

（正答の条件）　ウを選択し、事象の起こりやすさを判断するために、次の (a)、(b) について記述しているもの。

　(a)　Ａの勝つ確率が3/8であること。

　(b)　Ｂの勝つ確率が3/8であること。

問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

7 (2) 不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判断の理由を数学
的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる。

〔第２学年〕
Ｄデータの活用 (2)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

カードは裏向きにするため、どのカー
ドがどの手か分からない。そのため、
どの手も同様に確からしいといえる。

！ チェック

Aと B がそれぞれグー・チョキ・パー
の3種類のカードを持っている場合
は、A が勝つ確率も B が勝つ確率も
どちらも1/3になる。
ただし、A の3枚のカードと B の3枚
のカードが違うと、A が勝つ確率と B
が勝つ確率は同じにはならない可能
性があることを理解する。

！ チェック

カードの絵をもとに、もれがないよう
に樹形図を書いて、A が勝つ確率と B
が勝つ確率を記述し、勝つ確率を調
べる。
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教科書との関連

類似
問題

類似
問題

2年 P.182～200「確率」では、学習指導要領〔第2学年〕
「D データの活用」「(2)不確定な事象の起こりやすさ」を
取り扱っています。

2年 P.189～194で、樹形図を用いていろいろな確率
を求める問題を掲載しています。

2年 P.190では、グー・チョキ・パーの書かれた3枚
のカードを用いて Aと B がじゃんけんするとき、あいこ
になる確率を求めています。

2年 P.198では、グー・チョキ・パーの書かれた3枚
のカードを用いて Aと Bと C の3人がじゃんけんする
ときの確率を求める問題を掲載しています。



中数－15

　
Ａ駅の近くに住んでいる歩夢 

さんは、Ｃ駅とＤ駅の間にある 
スタジアムによく行きます。

歩夢さんは、スタジアムの近くに新しい駅をつくる計画があること 
を知り、Ａ駅から新しい駅までの運賃がいくらになるのか気になりま 
した。そこで、Ａ駅からの走行距

きょ

離
り

と運賃をインターネットで調べ、 
次のような表にまとめました。

調べた結果

Ａ駅 Ｂ駅 Ｃ駅 Ｄ駅 Ｅ駅

Ａ駅からの走行距離（km） ０.０ １１.４ ２７.７ ８１.９ １０４.６

Ａ駅からの運賃（円） ０ ２１０ ５１０ １５２０ １９３０

歩夢さんは、上の調べた結果を見て、Ａ駅からの走行距離と運賃に 
はどのような関係があるかわかりにくいと感じました。そこで、調べ 
た結果をもとに、Ａ駅からの走行距離を x km、Ａ駅からの運賃を y 円
とし、コンピュータを使って下のようなグラフに表しました。このグ 
ラフの点Ａから点Ｅまでの各点の x 座標と y 座標は、それぞれＡ駅か 
らＥ駅までの各駅のＡ駅からの走行距離と運賃を表しています。

Ａ駅からの走行距離と運賃のグラフ
（円）y

２０００

１５００

１０００

５００

Ｏ ２０ ４０ ６０ １００８０
x
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Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｂ

８
Ａ
駅
Ｂ
駅

Ｃ
駅

Ｄ
駅

Ｅ
駅スタジアム

中数－16

次の（１）、（２）の各問いに答えなさい。

（１）歩夢さんは、前ページのＡ駅からの走行距離と運賃のグラフを見 
て、Ｃ駅とＤ駅の間の走行距離は、他の駅と駅の間に比べて長いと 
思いました。

Ｃ駅とＤ駅の間の走行距離は、Ａ駅からの走行距離と運賃のグラ 
フの何を読み取ればわかりますか。下のアからエまでの中から正し 
いものを１つ選びなさい。

ア　点Ｄの x座標と原点の x座標の差

イ　点Ｄの x座標と点Ｃの x座標の差

ウ　点Ｄの y 座標と原点の y 座標の差

エ　点Ｄの y 座標と点Ｃの y 座標の差

（２）歩夢さんがさらに調べると、新しい駅はＡ駅から６０.０km の地点 
につくられることがわかりました。そこで、Ａ駅から新しい駅まで 
の運賃がおよそ何円になるかを予測することにしました。

Ａ駅から新しい駅までの運賃を予測するために、前ページのＡ駅 
からの走行距離と運賃のグラフにおいて、原点にある点Ａから点Ｅ 
までの点が一直線上にあるとして考えることにしました。

このとき、Ａ駅から新しい駅までの運賃はおよそ何円になるかを 
求める方法を説明しなさい。ただし、実際に運賃がおよそ何円にな 
るかを求める必要はありません。

中数－15
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した。そこで、Ａ駅からの走行距

きょ

離
り

と運賃をインターネットで調べ、 
次のような表にまとめました。
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Ａ駅の近くに住んでいる歩夢 

さんは、Ｃ駅とＤ駅の間にある 
スタジアムによく行きます。

歩夢さんは、スタジアムの近くに新しい駅をつくる計画があること 
を知り、Ａ駅から新しい駅までの運賃がいくらになるのか気になりま 
した。そこで、Ａ駅からの走行距

きょ

離
り

と運賃をインターネットで調べ、 
次のような表にまとめました。

調べた結果

Ａ駅 Ｂ駅 Ｃ駅 Ｄ駅 Ｅ駅

Ａ駅からの走行距離（km） ０.０ １１.４ ２７.７ ８１.９ １０４.６

Ａ駅からの運賃（円） ０ ２１０ ５１０ １５２０ １９３０

歩夢さんは、上の調べた結果を見て、Ａ駅からの走行距離と運賃に 
はどのような関係があるかわかりにくいと感じました。そこで、調べ 
た結果をもとに、Ａ駅からの走行距離を x km、Ａ駅からの運賃を y 円
とし、コンピュータを使って下のようなグラフに表しました。このグ 
ラフの点Ａから点Ｅまでの各点の x 座標と y 座標は、それぞれＡ駅か 
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特徴的な問題と対策中学校数学③

令和7年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問８(2)

！ チェック

調べた結果のグラフから、A駅からの
走行距離が、B駅、C駅、D駅、E駅
と長くなるにつれて運賃が高くなって
いくことを確認する。

解答例

・点Ａから点Ｅをもとに、直線のグラフをかき、x座標が60のときの y座標を読む。
・対応するxとyの値をもとに、xとyの関係を比例の式で表し、その式にx＝60を代入し、yの値を求める。
・表の数値を用いて比例定数を調べ、その比例定数でＡ駅からの走行距離が60.0ｋｍになるときの運賃を計算する。

（正答の条件）　次のことについて記述しているもの。
＜グラフを用いることについて記述している場合＞　次の (a)、(b) について記述している。
　(a)　直線のグラフをかいて利用する。　(b)　x座標が60のときの y座標を読む。
＜式を用いることについて記述している場合＞　次の (c)、(d) について記述している。
　(c)　比例の式又は一次関数の式を求めて利用する。　(d)　x＝60を代入して、yの値を求める。
＜表や数値を用いることについて記述している場合＞　次の (e)、(f) について記述している。
　(e)　表や数値を用いて割合を求めて利用する。　(f)　Ａ駅からの走行距離が60.0ｋｍになるときの運賃を算出する。

問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

８ (2) 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明するこ
とができるかどうかをみる。

〔第１学年〕
Ｃ 関数 (1)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

グラフの x軸がＡ駅からの走行距離
で、y軸がＡ駅からの運賃であること
を理解し、点が右上に上がっていって
いることを確認する。

！ チェック

グラフからＡ駅から新しい駅までの運
賃がおよそ何円になるのかを求める
方法を説明する問題であることを把握
する。

！ チェック

走行距離と運賃の関係をグラフに表
した点の並びが一直線上にあると考
えることで、その関係を比例とみなし、
新しい駅の運賃を求めることができる
ことに気づく。
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教科書との関連

類似
問題

類似
問題

1年 P.130～171「関数」では、学習指導要領 
〔第1学年〕「C 関数」「(1)比例・反比例」を取
り扱っています。

2年 P.69～106「1次関数」では、学習指導要領〔第
2学年〕「C 関数」「(1)一次関数」を取り扱っています。

1年 P.158～159で、日数と消毒用アルコールが減っ
た量の関係を比例とみなし、消毒用アルコールがある
量になるのは何日後かをグラフや式から求める問題を
取り扱っています。

2年 P.96～97で、時間と水温の関係を1次関数とみ
なし、水が沸騰する時間などを予測する活動を取り
扱っています。



中数－19

（３）次の図３のように、平行四辺形ＡＢＣＤの辺ＢＣ、ＤＡを延長した直 
線上に、ＢＥ＝ＤＦとなる点Ｅ、Ｆをそれぞれとります。

図３

Ｂ ＥＣ

Ｆ Ａ Ｄ

このとき、四角形ＦＣＥＡは平行四辺形になります。このことは、 
次のように証明できます。

証明２

平行四辺形の向かい合う辺は平行だから、
 ＡＤ // ＢＣ
よって、 ＦＡ // ＣＥ ……①
平行四辺形の向かい合う辺は等しいから、
 ＡＤ＝ＢＣ ……②
仮定より、
 ＤＦ＝ＢＥ ……③
②、③より、
 ＤＦ-ＡＤ＝ＢＥ-ＢＣ　　……④
④より、
 ＦＡ＝ＣＥ ……⑤
①、⑤より、
１組の向かい合う辺が平行でその長さが等しいから、
四角形ＦＣＥＡは平行四辺形である。

中数－20

さらに、次の図４のように、辺ＡＢと線分ＦＣの交点をＧ、辺ＤＣと 
線分ＡＥの交点をＨとすると、四角形ＡＧＣＨも平行四辺形になります。

図４

Ｂ ＥＣ

Ｆ Ａ

Ｇ

Ｄ

Ｈ

図４において、四角形ＡＧＣＨが平行四辺形になることは、２組の 
向かい合う辺がそれぞれ平行であることを示すことで証明できます。 
四角形ＡＧＣＨが平行四辺形になることを証明しなさい。ただし、四 
角形ＦＣＥＡが平行四辺形であることはすでにわかっていることとし 
ます。
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特徴的な問題と対策中学校数学④

令和7年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問9(3)

！ チェック

平行四辺形の性質や平行四辺形にな
るための条件を理解する。

解答例

平行四辺形ＡＢＣＤの向かい合う辺は
平行であるから、
　　　　　ＡＢ∥ＤＣ
よって、　　ＡＧ∥ＨＣ ･･････①
平行四辺形ＦＣＥＡの向かい合う辺は平
行であるから、
　　　　　ＦＣ∥ＡＥ
よって、　　ＧＣ∥ＡＨ ･･････②
①、②より、２組の向かい合う辺がそれ
ぞれ平行であるから、四角形ＡＧＣＨは
平行四辺形である。

（正答の条件）　略

問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

9 (3) ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができ
るかどうかをみる。

〔第２学年〕
Ｂ図形 (2)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

結論は「四角形 FCEA が平行四辺
形になる」である。そのため、平行四
辺形になるための条件のうち、どの条
件が当てはまるかを考え、証明に必要
な関係を見つけて、証明の方針を立
て、それに基づいて記述していく。

！ チェック

FA＝ CE になることを証明するため
に、DF＝ BE、AD＝ BCという条件
を使用すればよいことに気づく。

！ チェック

２組の向かい合う辺がそれぞれ平行
であることを示せば、平行四辺形であ
ることを証明できる、という意図を読
み取って証明を展開する。
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教科書との関連

類似
問題

2年 P.167～180「四角形」では、学習指導要領〔第2学年〕
「B 図形」「(2)図形の合同」を取り扱っています。

2年 P.164では「平行四辺形の性質」、2年 P.168で
は「平行四辺形になるための条件」をまとめています。

2年 P.169では、ある四角形が平行四辺形になること
を証明する問題を掲載しています。
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〔学習状況調査 生徒質問紙 質問事項〕　令和7年度　小学校算数

番号 質問事項
質問事項 1 ～ 3 までは共通の四択式解答

１ 朝食を毎日食べている
２ 毎日、同じくらいの時刻に寝ている
３ 毎日、同じくらいの時刻に起きている
４ あなたの家では主に何語で話していますか。

質問事項 5 ～ 14 までは共通の四択式解答
5 自分には、よいところがあると思う
6 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う
７ 将来の夢や目標を持っている
８ 人が困っているときは、進んで助けている
９ いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う

１０ 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる
１１ 人の役に立つ人間になりたいと思う
１２ 学校に行くのは楽しいと思う
１３ 自分と違う意見について考えるのは楽しい
１４ 友達関係に満足している

質問事項 15 ～ 28 は、質問ごと固有の選択式解答
１５ 普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか。
１６ 分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていますか。

１７ 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先
生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含みます）。

１８ 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1 日当たりどれくらいの時間、PC・タブレットなどの ICT 機器を、勉強のために使ってい
ますか（遊びなどの目的に使う時間は除きます）。

１９ 土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わって
いる時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含みます）。

２０ 学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっていますか（インターネットを通じて教わっている場合も含みます）。

２１ 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか（電子書籍の読書も含みます。教科書や参考書、
漫画や雑誌は除きます）。

２２ あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか（一般の雑誌、新聞、教科書は除きます）。
２３ 新聞を読んでいますか。
２４ 読書は好きですか。
２５ これまでの生活の中で、自然の中で遊ぶことや自然観察をすることがあった
２６ 地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わってもらったり、一緒に遊んでもらったりすることがある（習い事は除く）
２７ 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う
２８ ５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を、どの程度使用しましたか。

質問事項 29 ～ 30 までは共通の四択式解答
２９-1 あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器で文章を作成する（文字、コメントを書くなど）ことができると思いますか。
２９‒2 あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する（検索する、調べるなど）ことができると思いますか。

２９‒3 あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って情報を整理する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことができると
思いますか。

２９-4 あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作成することができると思いますか。
３０‒1 ICT 機器を活用することで、自分のペースで理解しながら学習を進めることができる
３０‒2 ICT 機器を活用することで、分からないことがあった時に、すぐ調べることができる
３０‒3 ICT 機器を活用することで、楽しみながら学習を進めることができる
３０‒4 画像や動画、音声等を活用することで、学習内容がよく分かる
３０‒5 ICT 機器を活用することで、自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができる
３０‒6 ICT 機器を活用することで、友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる
３０‒7 ICT 機器を活用することで、友達と協力しながら学習を進めることができる

質問事項 31 ～ 51 までは、他教科の質問のため省略
５２ 算数の勉強は得意だ
５３ 算数の勉強は好きだ
５４ 算数の授業の内容はよく分かる
５５ 算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ
５６ 算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できている
５７ 算数の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考える
５８ 算数の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っている
５９ 小数や分数の計算をするとき、工夫して計算しようとしている

質問事項 60 ～ 71 は、他教科の質問のため省略
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〔学習状況調査 生徒質問紙 質問事項〕　令和7年度　中学校数学

番号 質問事項
質問事項 1 ～ 3 までは共通の四択式解答

１ 朝食を毎日食べている
２ 毎日、同じくらいの時刻に寝ている
３ 毎日、同じくらいの時刻に起きている
４ あなたの家では主に何語で話していますか。

質問事項 5 ～ 14 までは共通の四択式解答
５ 自分には、よいところがあると思う
６ 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う
７ 将来の夢や目標を持っている
８ 人が困っているときは、進んで助けている
９ いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う

１０ 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる
１１ 人の役に立つ人間になりたいと思う
１２ 学校に行くのは楽しいと思う
１３ 自分と違う意見について考えるのは楽しい
１４ 友達関係に満足している

質問事項 15 ～ 28 は、質問ごと固有の選択式解答
１５ 普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか。
１６ 分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていますか。

１７ 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先
生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含みます）。

１８ 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1 日当たりどれくらいの時間、PC・タブレットなどの ICT 機器を、勉強のために使ってい
ますか（遊びなどの目的に使う時間は除きます）。

１９ 土曜日や日曜日など学校が休みの日に、1 日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わって
いる時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含みます）。

２０ 学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっていますか（オンライン授業の場合も含みます）。

２１ 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1 日当たりどれくらいの時間、読書をしますか（電子書籍の読書も含ふくみます。教科書や
参考書、漫まん画が や雑誌は除きます）。

２２ あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか（雑誌、新聞、教科書は除きます）。
２３ 新聞を読んでいますか。
２４ 読書は好きですか。
２５ これまでの生活の中で、自然の中で遊ぶことや自然観察をすることがあった
２６ 地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わってもらったり、一緒に遊んでもらったりすることがある（習い事は除く）
２７ 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う
２８ 1 、2 年生のときに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を、どの程度使用しましたか。

質問事項 29 ～ 30 までは共通の四択式解答
２９-1 あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器で文章を作成する（文字、コメントを書くなど）ことができると思いますか。
２９‒2 あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する（検索する、調べるなど）ことができると思いますか。

２９‒3 あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って情報を整理する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことができると
思いますか。

２９-4 あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作成することができると思いますか。
３０‒1 ICT 機器を活用することで、自分のペースで理解しながら学習を進めることができる
３０‒2 ICT 機器を活用することで、分からないことがあった時に、すぐ調べることができる
３０‒3 ICT 機器を活用することで、楽しみながら学習を進めることができる
３０‒4 画像や動画、音声等を活用することで、学習内容がよく分かる
３０‒5 ICT 機器を活用することで、自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができる
３０‒6 ICT 機器を活用することで、友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる
３０‒7 ICT 機器を活用することで、友達と協力しながら学習を進めることができる

質問事項 31 ～ 51 までは、他教科の質問のため省略
５２ 数学の勉強は好きだ
５３ 数学の勉強は大切だ
５４ 数学の授業の内容はよく分かる
５５ 数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ
５６ 数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できている
５７ 数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考える
５８ 数学の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っている
５９ 文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、かかれていることを理解することができる

質問事項 59 ～ 71 までは、他教科の質問のため省略
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小算－ 3

⑵　あいりさんは、自分たちが住んでいる都道府県Ａのブロッコリーの 

出荷
か

量が、増えたかどうかを調べています。調べていると、 2013 年 

と 2023 年について、右のグラフ２とグラフ３を見つけました。

グラフ２とグラフ３を見つけたけれど、どちらか 1 つのグラフ

を見れば、都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が、増えたかど 

うかがわかります。

2023 年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が、 2013 年より増えた

かどうかを、下の ア と イ から選んで、その記号を書きましょう。

また、その記号を選んだわけを、言葉や数を使って書きましょう。その 

とき、どちらのグラフのどこに着目したのかがわかるようにしましょう。

ア　2023 年は 2013 年より増えた。

イ　2023 年は 2013 年より減った。

しゅっ りょう

あいり

小算－ 4

グラフ２

都道府県別のブロッコリーの出荷量の割
わり

合
あい

2013 年

2023 年

10 200 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

※　Ａ、Ｂ、Ｃは都道府県名です。

Ａ Ｂ Ｃ その他

17 ％ 11 ％ 11 ％ 61 ％

16 ％ 9 ％ 67 ％8％

グラフ３

Ａ

Ｂ

Ｃ

その他

都道府県別のブロッコリーの出荷量
（万 t）
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

2013 年
※　Ａ、Ｂ、Ｃは都道府県名です。

2023 年

（作物統計調査による。）

（作物統計調査による。）

グラフ３

Ａ

Ｂ

Ｃ

その他

都道府県別のブロッコリーの出荷量
（万 t）
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

2013 年
※　Ａ、Ｂ、Ｃは都道府県名です。

2023 年

（作物統計調査による。）

4 5

特徴的な問題と対策 教科書との関連

問題番号 出題の趣旨 学習指導要領の
学年・領域

評価の
観点

問題
形式

1 (2) 目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、
その理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる。

〔第３学年〕
Ｄデータの活用 (1)

〔第５学年〕
Ｄデータの活用 (1)

思考・
判断・
表現

記述

！ チェック

グラフ２の帯グラフでは全体の出荷量
が書かれていないので、2013年より
増えたかどうかわからないことに気づ
く。

！ チェック

グラフ３の棒グラフから、2013年と
2023年のブロッコリーの出荷量を読
み取り、出荷量が増えていることを、
言葉と数を使って記述する。

！ チェック

横の軸が年、縦の軸が出荷量を表し
ていて、都道府県 A の出荷量は一番
左側の棒で表されていることを把握す
る。

令和7年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問1(2)

3年下 P.146「正しく分別してゴミを減らそう」では、
年毎の棒グラフを比べる問題を取り扱っています。

小学校算数①

解答例

【記号】ア
【わけ】グラフ３を見ると、2013 年
の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量
は約２万ｔ、2023 年の都道府県Ａの
ブロッコリーの出荷量は約 2.5 万ｔ
で2023年のほうが多いです。だから、
都道府県Ａのブロッコリーの出荷量は
増えています。

（正答の条件）　記号をアと選び、次の
①、②の全てを書いている。
①グラフ３に着目したことを表す言葉
② 2023年の都道府県Ａのブロッコリー

の出荷量が、2013年より多いことを
表す言葉や数

3年下 P130～133「資料の活用」では、学習指導要領 
[第3学年 ]「D データの活用」「(1)表と棒グラフ」を取り
扱っています。

5年下 P.119～127「いろいろなグラフ」では、学習
指導要領〔第5学年〕「D データの活用」「(1)円グラ
フや帯グラフ」を取り扱っています。

類似
問題

類似
問題

5年下 P.140～143「データから傾向を読み取ろう」
では、2つの年を比べる問題を取り扱っています。

⑵　あいりさんは、自分たちが住んでいる都道府県Ａのブロッコリーの 

出荷
か

量が、増えたかどうかを調べています。調べていると、 2013 年 

と 2023 年について、右のグラフ２とグラフ３を見つけました。

グラフ２とグラフ３を見つけたけれど、どちらか 1 つのグラフ

を見れば、都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が、増えたかど 

うかがわかります。

2023 年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が、 2013 年より増えた

かどうかを、下の ア と イ から選んで、その記号を書きましょう。

また、その記号を選んだわけを、言葉や数を使って書きましょう。その 

とき、どちらのグラフのどこに着目したのかがわかるようにしましょう。

ア　2023 年は 2013 年より増えた。

イ　2023 年は 2013 年より減った。
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あいり

グラフ２

都道府県別のブロッコリーの出荷量の割
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合
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2013 年

2023 年

10 200 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

※　Ａ、Ｂ、Ｃは都道府県名です。

Ａ Ｂ Ｃ その他

17 ％ 11 ％ 11 ％ 61 ％

16 ％ 9 ％ 67 ％8％

（作物統計調査による。）

グラフ３

Ａ

Ｂ

Ｃ

その他

都道府県別のブロッコリーの出荷量
（万 t）
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

2013 年
※　Ａ、Ｂ、Ｃは都道府県名です。

2023 年

（作物統計調査による。）
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る。
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で2023年のほうが多いです。だから、
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増えています。
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①、②の全てを書いている。
①グラフ３に着目したことを表す言葉
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